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「北海道森林づくり基本計画」の推進管理について 

 

１．「北海道森林づくり基本計画」の概要 

・「北海道森林づくり基本計画」（以下「基本計画」）は森林づくりに関する施策を総合的かつ計画

的に推進するために策定（「北海道森林づくり条例」（以下「条例」）第 9 条による）。 

・森林づくりに関する長期的な目標及び施策の基本的事項として、今後 20 年を見通した展望のも

と、当面 10 年間の施策を示している。 

・おおむね 5 年ごとに見直しを実施。現行計画（H28.3 策定）は平成 29 年度から令和 8 年度ま

での 10 年間を計画期間としている。 

 

２．「基本計画」の推進管理について 

（１）経緯 

  平成２４年度の北海道森林審議会からの答申を踏まえ、毎年度、基本計画の推進管理を行い、

次年度施策の検討に反映することとしている。 

○意見（H25.2.15） 

「計画の推進管理に当たっては、数値目標はもとより、取組の内容についても検証・評価に 

 努めること。」 

  

（２）推進管理の目的 

  「計画推進管理表」により、毎年度、検証・評価の結果を取りまとめ、審議会からの意見を踏

まえ、今後の林務施策の検討方向を明らかにする。 

 

（３）推進管理の進め方 

＜検証・評価の内容＞ 

① 目標の指標 

  基本計画に位置づけた「長期的な目標の指標」及び「施策の展開方向毎の関連指標」につい

て、次のとおり検証・評価する。 

 ②主な取組・実績 

   主な取組・実績について、数値指標以外の事項も含め、検証・評価する。 

 ③主な施策の検討方向 

   「①目標の指標」や「②取組・実績」の検証・評価結果を踏まえ、次年度以降の施策の検討方

向について整理する。 

＜実施時期＞ 

  毎年 7 月を目途に取りまとめ、北海道森林審議会に報告する。 

当該年進捗率 100%以上 100%未満 90%以上 90%未満 80%以上 80%未満 

達成度合 順調 概ね順調 やや遅れ 遅れ 

推進管理表による指標と
取組の検証評価 

国や道の動きなど主な情
勢の変化等 

森林審議会で施策

の検討方向を審議 

今後の林務施策の 

検討方向に反映 
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１．本道の森林・林業・木材産業の現状と課題

２．計画の基本方向

北海道森林づくり条例の改正（H28.3)
「森林資源の循環利用の推進」、「木育の推進」を柱に条例改正
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【現状と課題】
〇森林資源・木材需給の状況
・戦後植林された人工林が利用期を迎えている
・道産木材の自給率は６割近くまで上昇

〇林業・木材産業に対する期待の高まり
・CLTや木質ﾊﾞｲｵﾏｽ利用など新たな木材利用が進展

〇林業事業体及び林業労働者の状況
・林業労働災害の発生頻度は、他産業に比べて高い状況
・造林や種苗など森林づくりの担い手不足

〇道民理解の醸成等
・森林づくりなどに対する関心の高まり
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地域の特性に
応じた森林づくり

林業及び木材産業等の
健全な発展

道民との協働による
森林づくり

森林資源の循環利用の推進

「植えて、育てて、伐って使って、また植える」のもと、
計画的な森林の整備・保全を進め、森林の持つ多面
的機能の発揮と林業・木材産業の健全な発展を実現

企業やNPOなどの民間、教育関係機関など多様な

主体と連携した木育活動に加えて、子育て世代や森
林への関心の薄い層などへの木育活動を進めること
により、道民との協働による森林づくりを実現

北海道森林づくり条例の基本理念 施策推進の基本的な方向

木育の推進

条
例
の
基
本
理
念
を
踏
ま
え
つ
つ
、

新
た
に
２
つ
の
基
本
方
向
を
設
定

下支え

進みつつある森林資源の循環利用

北海道森林づくり基本計画の概要

利用期を迎えた人工林 （カラマツ8割、トドマツ6割） 木材需要量と道産木材自給率

２



■育成単層林・育成複層林・天然生林別の森林面積

木材の安定供給など森林の多面的機能の発揮を図るため、森林
を３つに区分し、誘導していく目標面積を設定

■森林づくりに伴い産出され、利用される木材の量

道民生活への木材・木製品の定着を目指すため、
木材利用の目標量を設定 396万㎥(Ｈ26) 600万㎥(Ｒ18)

区 分 H27 R18目標

育成単層林 1,434千ha 1,345千ha

育成複層林 709千ha 840千ha

天然生林 3,398千ha 3,356千ha

３．主な施策の推進方向

（１）森林資源の循環利用の推進

原木の安定的な供給体制の構築

林業事業体の育成

地域材の利用の促進

・森林施業プランナーによる森林施業の集約化
・高性能林業機械と路網の組み合わせによる作業システム導入促進

・労働安全衛生管理に努める健全な林業事業体を育成
・地域の関係者が参画するﾈｯﾄﾜｰｸづくりによる造林等の人材の育成・確保
・経営改善セミナー実施などによる林業事業体の経営力の向上
・他府県の取組などを踏まえた林業生産活動を支える人材育成のあり方の検討

＜長期指標＞

木育マイスターと連携した木育活動

子育て世代とその子どもに対する木育活動

■木育に関心がある道民の割合

道民への木育の浸透を図るため、関心のある道民の割合を目標と
して設定

＜長期指標＞

・木育マイスターの育成・指導力の向上を図り、
ニーズにあった木育活動を実施

・児童・生徒の夏休み期間に道民の森等を活用し、重点的な木育活動を実施

道産CLTによる
モデル施設

高性能林業機械による
低コスト林業

農業高校生に対する
業界セミナー

４０％(Ｈ28※認知度) ８０％ (Ｒ18)

｢また植える｣取組である伐採後の着実な再造林を実施

森林施業の低コスト化の推進などにより、
計画的な伐採を進め、木材供給力を向上

森林づくりを担う人材の育成・確保や
経営体質の強化により林業事業体を育成

様々な分野で地域材の需要拡大・創出
木材加工流通体制の整備

・市町村の林地台帳の整備・活用に対する支援
・クリーンラーチなどの優れた苗木の増産、民間採種園整備に対する支援
・造林、下刈りに係る作業の効率化・軽労化
・エゾシカなどによる森林被害への対策

・道産CLTの需要の創出と供給体制の整備
・公共建築物の木造化・木質化や民間事業所等への普及促進
・木質バイオマスのエネルギー利用の促進
・生産規模に応じた加工・流通体制の整備

（２）木育の推進

造林作業の
軽労化検討会

森林資源の循環利用による林業・木材産業の成長産業化を実現

森林や木材とのふれあいの機会の確保

着実な再造林

３



4 

北海道森林づくり基本計画で定める 

「目標の指標」「関連指標」に関する現状の数値について 

【目標の指標】 

条例の基本理念 目標の指標 
基本計画策定時(見直し) 

(年度) 

現状 

(年度) 
令和18年度 

1 
地域の特性に 

応じた森林づくり 

○育成単層林・育成複層林・天然生林別森林

面積 

（育成単層林） 

1,434 千 ha H27 1,406千ha H30 1,345千ha 

（育成複層林） 

709千 ha H27 758千ha H30 840千ha 

（天然生林） 

3,398 千 ha 
H27 

3,373千ha H30 3,356千ha 

2 
林業及び木材産業 

の健全な発展 

○森林づくりに伴い産出され、利用される

木材の量 396万m3 H26 463万m3 H30 600万m3 

3 
道民との協働に 

よる森林づくり 

○木育に関心がある道民の割合 

40% H28 40％ H28 80% 

【関連指標】 

施策の展開方向 関連指標 
基本計画策定時(見直し) 

(年度) 

現状 

(年度) 
令和8年度 

1 

| 

1 

森林の整備の推進 

及び保全の確保 

○森林の蓄積と地球温暖化防止機能 

（蓄積） 

782百万 m3 H27 815百万 H30 835百万 m3 

（炭素貯蔵量） 

310百万t-C相当 H27 325百万t-C相当 H30 329百万t-C相当 

○森林所有者等が生物多様性の保全のため

に特に森林の整備・保全を行う面積 7万ha H26 8万ha H30 11万ha 

○森林の機能に基づき森林所有者等が持続

的な森林経営を行う面積の割合 71％ H27 72％ H30 83％ 

○周辺の森林の山地災害防止機能等が適切

に発揮された集落数 4,531箇所 H27 4,345箇所 H30 4,701箇所 

1 

| 

2 

林業の健全な発展 

○健全な経営を担い得る森林組合の割合 59％ H27 59% R元 100％ 

○林業事業体の生産性（素材生産） 7．5 m3／人日 H27 7．9m3／人日 H29 12．9m3／人日 

（高性能林業機械を使用した素材生産の割合） 56％ H26 57％ H29 70％ 

○新規参入者数（臨時を除く） 
（H23-H27） 

735人  

（H26-H30） 

771人  

（H29-H38） 

1,600人 

○森林所有者等が効率的な森林施業を行う

ための路網整備の水準 62ｍ／ha H27 63m／ha H30 66ｍ／ha 

1 

| 

3 

木材産業等の 

健全な発展 

○道産木材自給率 56％ H26 59％ H30 70％ 

○道産ＣＬＴの生産量 0 m3 H27 29m3 H30 50千m3 

（CLTの原料となる道産ラミナの供給量） 0 m3 H27 172m3 H30 86千m3 

○木質バイオマスエネルギー利用量 61万m3 H27 118万m3 H30 128万m3 

（木質ペレット利用量） 
8千ｔ 

（17千m3） H27 

6千ｔ 

（14千m3） H30 

14千ｔ 

（30千m3） 

○針葉樹製材のうち建築用製材の生産比率 37％ H26 36％ H30 43％ 

○品質・性能が確かな建築材の生産比率 58％ H26 59％ H30 73％ 

2 

| 

1 

道民の理解の促進 
○木育情報の充実によるホームページやＳ

ＮＳのアクセス件数 
6,249件 H27 9,725件 H30 13,000件 

2 

| 

2 

青少年の学習の 

機会の確保 
○青少年向け木育教室等の実施割合 

14％ H27 18％ H30 29％ 

2 

| 

3 

道民の自発的な 

活動の促進 

○民間及び民間との協働による木育活動の

数 
174回 H27 232回 H30 350回 

3 
山村地域における 

就業機会の確保等 
○通年雇用者割合 

54％ H27 61％ H29 60％ 

4 
森林づくりに 

関する技術の向上 

○技術の向上を目的とした研修等の取組件

数 66回 H27 72回 H30 77回 

5 
道民の 

意見の把握等 

○道民が参加する森林づくり関連事業の実

施件数 54件 H27 58件 H30 77件 

6 
道有林野の 

管理運営 

○道有林における育成複層林など多様な森

林に誘導する人工林の面積 37千ha H27 41千ha H30 51千ha 
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体
の

木
育

活
動

も
見

ら
れ

る
中

、
道

民
の

木
育

活
動

へ
の

関
心

を
一

層
高

め
る

こ
と

が
必

要

◎
引

き
続

き
、

企
業

や
教

育
関

係
機

関
な

ど
多

様
な

主
体

と
の

連
携

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

「
植

樹
の

日
・

育
樹

の
日

」
の

普
及

啓
発

や
第

4
4
回

全
国

育
樹

祭
の

開
催

（
R

3
に

延
期

）
を

契
機

に
、

木
育

の
道

民
運

動
と

し
て

の
定

着
を

促
進

■
長
期
的
な
目
標
の
指
標
ご
と
の
検
証
評
価

4
0
%

8
0
%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

H
2
8

R
1
8

3
9
6

4
6
3

6
0
0

0

1
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
0
0

6
0
0

7
0
0

H
2
6

H
3
0

R
1
8

利
用
量

（
万

m
3
）1
,4

3
4
 

1
,4

0
6
 

1
,3

4
5
 

7
0
9
 

7
5
8
 

8
4
0
 

3
,3

9
8
 

3
,3

7
3
 

3
,3

5
6
 

0

2
,0

0
0

4
,0

0
0

6
,0

0
0

H
2
7

H
3
0

R
1
8

面
積

（
千

ha
）

天
然
生
林

育
成
複
層
林

育
成
単
層
林

6



■
関
連
指
標
ご
と
の
検
証
評
価

施
策
の
展
開
方
向

主
な
取
組
・
実
績

検
証
評
価

指
標
の
名
称

現
状
と
主
な
課
題

検
討
方
向

現
在
値
(H
3
0
)

森
林
の
整
備
の
推
進
及
び
保
全
の
確
保

森
林

の
蓄

積
と

地
球

温
暖

化
防

止
機

能

（
蓄

積
）

8
1
5

百
万

m
3

【
順
調
】

（
炭

素
貯

蔵
量

）

3
2
5

百
万

t-
c相

当

【
順
調
】

【
Ｒ

元
取

組
・

実
績

】

◆
資

源
の

充
実

に
向

け
た

計
画

的
な

森
林

の
整

備
・

森
林

整
備

事
業

（
公

共
）

、
未

来
に

つ
な

ぐ
森

づ
く

り
推

進
事

業
（

道
単

）
等

に
よ

り
、

計
画

的
な

伐
採

、
再

造
林

や
間

伐
な

ど
を

実
施

（
H
3
0
:造

林
約

7
.3

千
h
a、

下
刈

･間
伐

等
約

5
1
千

h
a、

林
道

等
約

9
5
km

）
・

北
海

道
コ

ン
テ

ナ
苗

利
用

拡
大

推
進

方
針

を
策

定
・

エ
ゾ

シ
カ

や
野

ね
ず

み
な

ど
に

よ
る

森
林

被
害

対
策

を
実

施

◆
多

様
で

健
全

な
森

林
の

育
成

・
保

全
・

森
林

環
境

譲
与

税
を

活
用

し
市

町
村

が
主

体
と

な
っ

た
森

林
づ

く
り

が
円

滑
に

進
む

よ
う

支
援

【
現

状
】

計
画

的
な

森
林

整
備

の
推

進
に

よ
り

、
森

林
の

蓄
積

等
は

順
調

に
増

加
【

課
題

】
利

用
期

を
迎

え
た

人
工

林
の

伐
採

が
今

後
さ

ら
に

進
む

こ
と

か
ら

、
着

実
な

再
造

林
に

よ
り

資
源

の
保

続
を

図
る

こ
と

が
必

要

【
現

状
】

R
2
年

度
よ

り
森

林
環

境
譲

与
税

が
前

倒
し

増
額

【
課

題
】

市
町

村
に

譲
与

さ
れ

る
森

林
環

境
譲

与
税

が
有

効
に

活
用

さ
れ

森
林

整
備

が
着

実
に

進
め

ら
れ

る
こ

と
が

必
要

【
検

討
方

向
】

・
安

定
的

に
予

算
を

確
保

し
な

が
ら

、
継

続
的

な
森

林
整

備
や

森
林

被
害

の
防

除
対

策
を

推
進

・
ク

リ
ー

ン
ラ

ー
チ

民
間

採
種

園
の

整
備

や
、

北
海

道
コ

ン
テ

ナ
苗

利
用

拡
大

推
進

方
針

に
基

づ
く

コ
ン

テ
ナ

苗
生

産
体

制
の

整
備

な
ど

に
よ

り
優

良
種

苗
を

安
定

的
に

確
保

し
、

造
林

や
保

育
の

省
力

化
を

図
る

こ
と

で
林

業
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
推

進

【
検

討
方

向
】

・
道

へ
の

譲
与

税
を

活
用

し
、

研
修

会
の

開
催

、
相

談
窓

口
の

設
置

、
シ

ス
テ

ム
の

整
備

な
ど

市
町

村
へ

の
支

援
を

強
化

森
林

所
有

者
等

が
生

物
多

様
性

の
保

全
の

た
め

特
に

森
林

の
整

備
・

保
全

を
行

う
面

積

8
万

h
a

【
概
ね
順
調
】

【
Ｒ

元
取

組
・

実
績

】
◆

多
様

で
健

全
な

森
林

の
育

成
・

保
全

・
発

揮
を

期
待

す
る

機
能

に
応

じ
適

切
な

森
林

の
整

備
・

保
全

を
推

進
・

地
域

森
林

計
画

に
お

い
て

、
市

町
村

が
「

生
物

多
様

性
保

全
ゾ

ー
ン

」
を

設
定

す
る

基
準

や
施

業
方

法
を

定
め

た
ほ

か
、

自
然

公
園

内
の

候
補

森
林

を
リ

ス
ト

ア
ッ

プ
し

て
指

定
拡

大
を

推
進

・
渓

流
生

態
系

保
全

の
た

め
治

山
ダ

ム
へ

の
魚

道
設

置
（

R
元

:2
基

）

【
現

状
】

市
町

村
に

お
け

る
生

物
多

様
性

ゾ
ー

ン
の

設
定

は
概

ね
順

調
に

推
移

【
課

題
】

引
き

続
き

、
市

町
村

へ
生

物
多

様
性

ゾ
ー

ン
の

設
定

基
準

等
に

つ
い

て
周

知
が

必
要

【
検

討
方

向
】

・
市

町
村

に
対

し
、

適
切

な
「

生
物

多
様

性
ゾ

ー
ン

」
の

指
定

拡
大

を
推

進
・

生
物

多
様

性
の

保
全

と
国

土
の

保
全

と
の

両
立

に
配

慮
し

治
山

ダ
ム

を
改

良

7



■
関
連
指
標
ご
と
の
検
証
評
価

施
策
の
展
開
方
向

主
な
取
組
・
実
績

検
証
評
価

指
標
の
名
称

現
状
と
主
な
課
題

検
討
方
向

現
在
値
(H
3
0
)

森
林
の
整
備
の
推
進
及
び
保
全
の
確
保

森
林

の
機

能
に

基
づ

き
森

林
所

有
者

等
が

持
続

的
な

森
林

経
営

を
行

う
面

積
の

割
合

7
2

％

【
概
ね
順
調
】

【
Ｒ

元
取

組
・

実
績

】
◆

適
切

な
森

林
管

理
体

制
の

構
築

・
市

町
村

森
林

整
備

計
画

実
行

管
理

推
進

チ
ー

ム
に

よ
り

、
各

種
計

画
制

度
の

的
確

な
運

用
の

促
進

と
、

所
有

者
へ

の
継

続
的

な
働

き
か

け
や

施
業

集
約

化
の

検
討

な
ど

に
よ

り
森

林
経

営
計

画
作

成
を

促
進

・
森

林
統

合
ク

ラ
ウ

ド
シ

ス
テ

ム
内

に
森

林
G

IS
等

の
新

た
な

シ
ス

テ
ム

を
追

加
し

、
道

の
保

有
す

る
森

林
情

報
の

市
町

村
と

の
共

有
を

強
化

・
林

地
台

帳
シ

ス
テ

ム
を

改
修

し
、

市
町

村
に

お
け

る
林

地
台

帳
の

精
度

向
上

や
台

帳
更

新
作

業
の

省
力

化
を

推
進

【
現

状
】

本
道

の
森

林
経

営
計

画
策

定
率

は
全

国
平

均
(2

9
％

)を
大

幅
に

上
回

っ
て

い
る

状
況

【
課

題
】

森
林

経
営

管
理

制
度

の
運

用
や

森
林

環
境

譲
与

税
の

活
用

な
ど

、
市

町
村

に
よ

る
地

域
の

森
林

整
備

の
取

組
等

へ
の

支
援

が
求

め
ら

れ
て

い
る

【
検

討
方

向
】

・
適

切
な

森
林

整
備

の
推

進
に

向
け

、
森

林
所

有
者

へ
の

働
き

か
け

な
ど

市
町

村
主

体
の

取
組

を
支

援
・

IC
T
等

を
活

用
し

た
森

林
資

源
情

報
等

の
精

度
向

上
と

市
町

村
等

と
の

情
報

共
有

を
推

進

周
辺

の
森

林
の

山
地

災
害

防
止

機
能

等
が

適
切

に
発

揮
さ

れ
た

集
落

数

4
,3
4
5

箇
所

【
概
ね
順
調
】

【
Ｒ

元
取

組
・

実
績

】
◆

事
前

防
災

・
減

災
に

向
け

た
治

山
対

策
の

推
進

・
復

旧
治

山
事

業
等

に
よ

る
山

地
災

害
危

険
地

区
対

策
を

実
施

（
R

元
:1

0
6
地

区
）

・
パ

ネ
ル

展
に

よ
る

普
及

啓
発

や
看

板
設

置
に

よ
る

地
域

住
民

へ
の

注
意

喚
起

・
パ

ト
ロ

ー
ル

に
よ

る
山

地
災

害
未

然
防

止
対

策
を

実
施

・
釧

路
市

な
ど

６
地

区
で

津
波

災
害

に
強

い
海

岸
防

災
林

を
整

備
・

治
山

施
設

の
点

検
診

断
調

査
を

実
施

（
R

元
:1

5
,2

8
4
施

設
）

【
現

状
】

山
地

災
害

発
生

箇
所

の
復

旧
や

荒
廃

山
地

に
お

け
る

治
山

施
設

の
設

置
、

保
安

林
・

海
岸

防
災

林
の

整
備

な
ど

治
山

事
業

を
計

画
的

に
実

施

【
課

題
】

今
後

も
記

録
的

な
豪

雨
、

地
震

等
に

よ
る

激
甚

な
山

地
災

害
の

多
発

が
懸

念

【
検

討
方

向
】

・
引

き
続

き
、

計
画

的
な

治
山

施
設

や
保

安
林

の
整

備
に

よ
る

事
前

防
災

・
減

災
対

策
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
必

要
な

予
算

確
保

を
国

に
要

望

8

8



■
関
連
指
標
ご
と
の
検
証
評
価

施
策
の
展
開
方
向

主
な
取
組
・
実
績

検
証
評
価

指
標
の
名
称

現
状
と
主
な
課
題

検
討
方
向

現
在
値
(H
3
0
)

林
業
の
健
全
な
発
展

健
全

な
経

営
を

担
い

得
る

森
林

組
合

の
割

合

5
9

％

【
や
や
遅
れ
】

【
Ｒ

元
取

組
・

実
績

】
◆

林
業

事
業

体
の

育
成

・
中

核
森

林
組

合
の

育
成

に
向

け
た

経
営

指
導

や
役

職
員

研
修

に
支

援
（

中
核

森
林

組
合

(R
元

末
):
47

組
合

認
定

）

・
林

業
事

業
体

登
録

制
度

を
活

用
し

、
定

期
的

に
情

報
発

信
（

R
元

:「
森

林
の

玄
人

」
2回

発
行

、
「

森
林

の
玄

人
【

か
わ

ら
版

】
」

11
回

発
行

）

・
「

林
業

労
働

災
害

の
防

止
に

努
め

災
害

の
発

生
が

な
い

林
業

事
業

体
」

を
公

表
（

R
元

:1
47

事
業

体
を

公
表

）

・
林

業
・

木
材

製
造

業
労

働
災

害
防

止
協

会
（

林
災

防
）

と
の

連
携

に
よ

る
巡

回
指

導
な

ど
労

働
安

全
対

策
を

実
施

（
R
元

:1
49

か
所

）

・
登

録
事

業
体

向
け

の
経

営
セ

ミ
ナ

ー
や

研
修

会
の

開
催

、
融

資
制

度
等

に
よ

り
、

林
業

事
業

体
の

経
営

基
盤

の
強

化
を

推
進

（
R
元

:セ
ミ

ナ
ー

2回
、

研
修

会
14

回
）

【
現

状
】

人
工

林
資

源
の

充
実

に
伴

い
伐

採
・

造
林

等
の

事
業

量
は

増
加

【
課

題
】

森
林

組
合

を
は

じ
め

林
業

事
業

体
の

組
織

・
経

営
基

盤
の

充
実

・
強

化
が

必
要

【
課

題
】

他
産

業
に

比
べ

依
然

と
し

て
労

災
発

生
率

が
高

い

【
検

討
方

向
】

・
経

営
基

盤
の

強
化

等
を

目
的

と
し

た
改

正
森

林
組

合
法

の
施

行
（

R
3
.4

）
を

踏
ま

え
、

森
林

組
合

の
組

織
体

制
等

の
充

実
・

強
化

に
向

け
た

指
導

や
合

併
等

を
推

進
。

【
検

討
方

向
】

・
労

災
防

止
に

努
め

る
事

業
体

の
育

成
に

向
け

、
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
普

及
等

へ
支

援
。

ま
た

、
経

営
力

向
上

に
向

け
た

セ
ミ

ナ
ー

を
引

き
続

き
開

催
。

林
業

事
業

体
の

生
産

性
（

素
材

生
産

）
（

高
性

能
林

業
機

械
を

使
用

し
た

素
材

生
産

の
割

合
）

・
森

林
所

有
者

等
が

効
率

的
な

森
林

施
業

を
行

う
た

め
の

路
網

整
備

の
水

準

(素
材

生
産

)

7
.9

m
3
/人

・
日

【
概
ね
順
調
】

(高
性

能
林

業
機

械
)

5
7

％

【
概
ね
順
調
】

(路
網

整
備

水
準

)

6
3

m
/h

a

【
概
ね
順
調
】

【
Ｒ

元
取

組
・

実
績

】
◆

森
林

施
業

の
低

コ
ス

ト
化

及
び

生
産

性
の

向
上

・
森

林
施

業
プ

ラ
ン

ナ
ー

等
と

の
連

携
に

よ
り

、
収

益
性

の
高

い
施

業
プ

ラ
ン

を
森

林
所

有
者

へ
提

案
す

る
提

案
型

集
約

化
施

業
を

促
進

・
「

北
海

道
高

性
能

林
業

機
械

化
基

本
方

針
（

H
21

.5
最

終
改

定
）

」
の

全
面

改
定

に
向

け
、

協
議

会
で

議
論

（
R
2.
5基

本
方

針
改

定
済

）

・
合

板
・

製
材

・
集

成
材

生
産

性
向

上
・

品
目

転
換

促
進

対
策

事
業

等
に

よ
り

、
高

性
能

林
業

機
械

の
導

入
に

支
援

（
R

元
:1

0
台

）

・
高

性
能

林
業

機
械

と
路

網
を

適
切

に
組

み
合

わ
せ

た
作

業
シ

ス
テ

ム
や

、
低

密
度

植
栽

な
ど

に
よ

る
森

林
施

業
の

低
コ

ス
ト

化
を

普
及

・
促

進
・

H
3
1
.2

に
市

町
村

等
と

設
立

し
た

「
ス

マ
ー

ト
林

業
E
Z
O

モ
デ

ル
構

築
協

議
会

」
に

お
い

て
、

IC
T
ハ

ー
ベ

ス
タ

に
よ

る
採

材
の

最
適

化
や

U
A
V

（
ド

ロ
ー

ン
）

に
よ

る
効

率
的

な
森

林
調

査
な

ど
を

検
討

（
R

元
:現

地
検

討
会

2
回

、
室

内
意

見
交

換
会

4
回

）

【
現

状
】

補
助

事
業

等
を

活
用

し
、

高
性

能
林

業
機

械
の

導
入

や
林

内
路

網
の

整
備

は
概

ね
順

調
に

進
捗

【
課

題
】

効
率

的
な

施
業

を
推

進
し

、
生

産
性

の
さ

ら
な

る
向

上
を

図
る

た
め

、
IC

T
等

先
進

技
術

を
活

用
し

た
「

ス
マ

ー
ト

林
業

」
の

構
築

が
重

要

【
検

討
方

向
】

・
先

進
技

術
を

活
用

し
た

施
業

な
ど

先
進

事
例

の
普

及
P
R

や
、

林
業

事
業

体
に

お
け

る
IC

T
機

器
の

試
用

を
支

援
す

る
な

ど
し

て
、

地
域

に
適

し
た

ス
マ

ー
ト

林
業

を
構

築
し

、
北

海
道

ら
し

い
林

業
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
推

進
・

森
林

施
業

プ
ラ

ン
ナ

ー
等

と
の

連
携

に
よ

る
集

約
化

施
業

を
促

進
し

、
高

性
能

林
業

機
械

の
導

入
を

支
援

(H
2
9
)

(H
2
9
)
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■
関
連
指
標
ご
と
の
検
証
評
価

施
策
の
展
開
方
向

主
な
取
組
・
実
績

検
証
評
価

指
標
の
名
称

現
状
と
主
な
課
題

検
討
方
向

現
在
値
(H
3
0
)

林
業
の
健
全
な
発
展

新
規

参
入

者
数

（
臨

時
を

除
く

）

1
6
1

人

【
順
調
】

【
Ｒ

元
取

組
・

実
績

】
◆

人
材

の
育

成
・

確
保

・
「

北
海

道
立

北
の

森
づ

く
り

専
門

学
院

（
略

称
：

北
森

カ
レ

ッ
ジ

）
」

を
R

2
.4

に
設

置
。

（
R

2
入

学
者

数
:3

4
名

）

・
道

内
各

地
域

や
産

学
官

と
の

連
携

に
よ

る
オ

ー
ル

北
海

道
に

よ
る

運
営

体
制

を
構

築
す

る
と

と
も

に
、

道
内

各
地

で
の

実
習

や
フ

ィ
ン

ラ
ン

ド
の

専
門

学
校

と
の

提
携

な
ど

、
魅

力
あ

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

策
定

。

・
全

振
興

局
管

内
に

設
置

さ
れ

た
地

域
林

業
担

い
手

確
保

推
進

協
議

会
に

よ
り

情
報

や
課

題
を

共
有

。
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
な

ど
の

就
業

体
験

、
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
の

配
布

や
Ｓ

Ｎ
Ｓ

等
に

よ
る

林
業

の
魅

力
発

信
、

若
手

林
業

就
業

者
の

交
流

促
進

を
実

施
。

・
道

内
の

高
校

で
の

出
前

講
座

、
首

都
圏

の
移

住
フ

ェ
ア

に
お

け
る

北
海

道
の

農
林

漁
業

の
一

体
的

な
情

報
発

信
な

ど
を

実
施

・
森

林
整

備
担

い
手

支
援

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

、
林

業
就

業
者

へ
の

奨
励

金
の

支
給

や
、

技
術

レ
ベ

ル
に

応
じ

た
基

礎
・

専
門

研
修

を
実

施
（

R
元

:奨
励

金
支

給
者

1
,7

0
2
名

、
研

修
受

講
者

1
3
7
名

）

【
現

状
】

地
域

協
議

会
の

活
動

を
通

じ
地

域
関

係
者

の
連

携
が

進
み

、
北

森
カ

レ
ッ

ジ
の

開
校

に
よ

り
森

林
づ

く
り

の
担

い
手

確
保

に
向

け
た

動
き

が
全

道
的

に
加

速

【
課

題
】

北
森

カ
レ

ッ
ジ

の
入

学
者

確
保

、
円

滑
な

学
校

運
営

、
生

徒
の

就
職

先
確

保
が

必
要

【
課

題
】

道
内

林
業

労
働

者
の

約
3
割

が
6
0
歳

以
上

で
あ

り
、

今
後

、
経

験
豊

か
な

担
い

手
の

減
少

が
懸

念

【
検

討
方

向
】

・
北

森
カ

レ
ッ

ジ
の

P
R

や
地

域
と

の
連

携
強

化
に

よ
り

、
入

学
者

や
就

職
先

を
確

保
。

即
戦

力
か

つ
将

来
的

に
企

業
等

の
中

核
を

担
う

人
材

を
着

実
に

育
成

。

【
検

討
方

向
】

・
地

域
協

議
会

の
活

用
や

、
就

業
実

習
機

会
の

提
供

な
ど

に
よ

り
新

規
就

業
者

の
確

保
を

推
進

。
・

担
い

手
支

援
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
に

よ
る

研
修

を
体

系
的

な
内

容
に

充
実

・
強

化
。

ま
た

、
担

い
手

関
連

情
報

を
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
で

提
供

で
き

る
窓

口
を

設
置

1
0
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■
関
連
指
標
ご
と
の
検
証
評
価

施
策
の
展
開
方
向

主
な
取
組
・
実
績

検
証
評
価

指
標
の
名
称

現
状
と
主
な
課
題

検
討
方
向

現
在
値
(H
3
0
)

木
材
産
業
等
の
健
全
な
発
展

道
産

木
材

自
給

率

5
9

％

【
順
調
】

【
Ｒ

元
取

組
・

実
績

】
◆

地
域

材
の

利
用

の
促

進
（

道
産

木
材

・
木

製
品

の
道

内
外

で
の

普
及

P
R
）

・
道

内
イ

ベ
ン

ト
や

パ
ネ

ル
展

に
よ

り
道

産
木

材
製

品
を

Ｐ
Ｒ

・
道

産
ダ

ケ
カ

ン
バ

製
バ

ッ
ト

を
フ

ァ
イ

タ
ー

ズ
田

中
選

手
が

公
式

戦
で

初
使

用
・

道
外

・
海

外
へ

の
販

路
拡

大
に

向
け

、
企

業
等

と
連

携
し

新
ブ

ラ
ン

ド
「

H
O

K
K
A
ID

O
W

O
O

D
」

に
よ

り
P
R
。

東
京

都
主

催
「

W
O

O
D

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

(モ
ク

コ
レ

)」
の

ほ
か

、
台

湾
の

建
築

展
示

会
に

も
初

出
展

（
住

宅
分

野
で

の
利

用
拡

大
）

・
住

宅
分

野
の

利
用

拡
大

に
向

け
「

北
の

木
の

家
」

H
P
を

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

・
道

産
木

材
利

活
用

対
策

事
業

に
よ

り
住

宅
等

へ
の

木
材

利
用

を
促

進

（
非

住
宅

・
中

高
層

建
築

物
に

お
け

る
新

規
需

要
の

創
出

）
・

木
造

公
共

施
設

の
企

画
・

設
計

に
係

る
市

町
村

向
け

相
談

窓
口

を
設

置
・

竹
中

工
務

店
北

海
道

支
店

と
道

産
木

材
利

用
の

連
携

協
定

を
締

結

（
特

用
林

産
物

の
生

産
振

興
）

・
生

産
者

団
体

主
催

の
き

の
こ

品
評

会
等

で
道

産
き

の
こ

等
を

普
及

Ｐ
Ｒ

（
人

工
林

材
の

供
給

・
流

通
体

制
整

備
）

・
建

築
材

利
用

に
向

け
た

地
域

の
取

組
モ

デ
ル

を
実

証

【
現

状
】

・
地

域
材

利
用

促
進

の
取

組
に

よ
り

、
道

産
木

材
自

給
率

は
順

調
に

増
加

し
、

全
国

の
約

1
.6

倍
（

国
産

材
自

給
率

3
7
％

）

・
人

工
林

資
源

の
成

熟
に

伴
い

供
給

可
能

量
が

増
加

、
大

径
化

［
大

径
材

(3
0
c
m

上
)の

出
材

予
測

］
カ

ラ
マ

ツ
：

５
年

後
12

 %
 →

 1
0年

後
15

 ％
ト

ド
マ

ツ
：

５
年

後
4 
％

→
 1

0年
後

6 
％

・
道

内
で

も
人

口
減

少
が

進
み

、
住

宅
着

工
数

に
大

幅
な

増
加

は
見

込
め

な
い

状
況

。

・
ト

ド
マ

ツ
製

材
の

う
ち

、
建

築
材

の
利

用
は

約
６

割
。

道
内

建
築

用
材

に
占

め
る

道
産

木
材

の
割

合
は

約
２

割
。

・
広

葉
樹

資
源

に
つ

い
て

、
家

具
材

や
合

板
用

材
な

ど
の

ニ
ー

ズ
が

高
ま

っ
て

い
る

状
況

【
課

題
】

道
産

木
材

の
需

要
拡

大
に

は
「

住
宅

で
利

用
す

る
木

材
の

道
産

木
材

へ
の

転
換

」
や

「
民

間
非

住
宅

分
野

で
の

需
要

創
出

」
等

が
必

要

【
検

討
方

向
】

・
ト

ド
マ

ツ
人

工
林

材
の

安
定

的
な

供
給

・
流

通
体

制
の

構
築

・
住

宅
分

野
で

の
道

産
木

材
の

利
用

拡
大

・
都

市
部

に
お

け
る

非
住

宅
・

中
高

層
建

築
物

の
需

要
の

創
出

・
首

都
圏

や
海

外
へ

の
販

路
拡

大
の

取
組

を
推

進

・
広

葉
樹

資
源

の
持

続
可

能
な

利
用

に
向

け
た

取
組

を
推

進

・
新

北
海

道
ス

タ
イ

ル
（

ソ
ー

シ
ャ

ル
デ

ィ
ス

タ
ン

ス
等

）
に

対
応

し
た

木
製

品
の

普
及

促
進
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■
関
連
指
標
ご
と
の
検
証
評
価

施
策
の
展
開
方
向

主
な
取
組
・
実
績

検
証
評
価

指
標
の
名
称

現
状
と
主
な
課
題

検
討
方
向

現
在
値
(H
3
0
)

木
材
産
業
等
の
健
全
な
発
展

道
産

C
L
T
の

生
産

量

(C
L
T
生

産
量

)

0
.0
3

千
ｍ

3

【
遅
れ
】

(C
LT

の
原

料
と

な
る

道
産

ラ
ミ

ナ
の

供
給

量
)

0
.1
7

千
ｍ

3

【
遅
れ
】

【
Ｒ

元
取

組
・

実
績

】
◆

地
域

材
の

利
用

の
促

進
・

木
材

・
建

築
等

関
係

者
に

よ
る

｢木
造

建
築

の
新

技
術

に
関

す
る

協
議

会
｣を

開
催

し
、

C
L
T
の

情
報

収
集

や
普

及
に

向
け

た
検

討
を

実
施

・
C
L
T
建

築
技

術
の

研
修

会
を

道
内

３
か

所
で

開
催

・
道

総
研

と
の

連
携

に
よ

り
C
L
T
床

遮
音

性
能

試
験

や
C
L
T
パ

ネ
ル

の
温

熱
特

性
の

調
査

研
究

を
実

施
・

道
内

外
の

イ
ベ

ン
ト

で
幅

広
い

普
及

P
R

・
C
L
T
生

産
施

設
の

設
備

投
資

モ
デ

ル
プ

ラ
ン

の
提

供
・

C
L
T
を

活
用

し
た

道
内

の
建

築
物

は
1
8
件

（
R

2
.3

）
※

う
ち

R
元

8
件

【
現

状
】

C
L
T
生

産
量

は
ま

だ
少

な
い

が
、

C
L
T
活

用
建

築
事

例
は

着
実

に
増

加
し

、
民

間
施

設
に

も
利

用
は

拡
大

【
課

題
】

C
L
T
の

さ
ら

な
る

利
用

拡
大

に
は

、
技

術
者

の
育

成
や

生
産

コ
ス

ト
の

低
減

な
ど

が
必

要

【
検

討
方

向
】

・
技

術
者

育
成

の
研

修
や

建
築

事
例

紹
介

な
ど

の
需

要
創

出
・

拡
大

の
取

組
、

工
場

で
の

生
産

コ
ス

ト
低

減
に

向
け

た
供

給
体

制
整

備
へ

支
援

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

量

(利
用

量
)

1
1
8

万
m

3

【
順
調
】

(木
質

ペ
レ

ッ
ト

利
用

量
)

6
千

t

(1
4
千

m
3
)

【
遅
れ
】

【
Ｒ

元
取

組
・

実
績

】
◆

地
域

材
の

利
用

の
促

進
・

木
質

ペ
レ

ッ
ト

燃
焼

機
器

展
示

会
･セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

（
R

元
:計

2
2
回

）
・

低
コ

ス
ト

か
つ

小
規

模
な

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
の

熱
利

用
シ

ス
テ

ム
の

導
入

に
向

け
た

セ
ミ

ナ
ー

や
研

修
会

を
開

催
（

R
元

：
計

４
回

）
・

地
域

の
林

業
事

業
体

が
共

有
す

る
林

地
未

利
用

材
の

集
荷

・
搬

出
拠

点
（

中
間

土
場

）
の

効
果

的
な

あ
り

方
等

を
検

証
（

R
元

:3
箇

所
）

・
林

業
事

業
体

等
へ

の
林

地
未

利
用

材
の

集
荷

･搬
出

に
係

る
実

践
テ

キ
ス

ト
の

配
布

に
よ

る
普

及
・

レ
ン

タ
ル

機
械

に
よ

る
集

荷
コ

ス
ト

分
析

・
採

算
性

検
証

（
R
元

:4
件

）

【
現

状
】

未
利

用
材

利
用

促
進

の
取

組
に

よ
り

、
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

が
順

調
に

増
加

【
課

題
】

既
存

の
木

材
利

用
へ

の
影

響
が

懸
念

【
課

題
】

木
質

ペ
レ

ッ
ト

等
の

利
用

は
伸

び
悩

み

【
検

討
方

向
】

・
既

存
需

要
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

よ
う

、
林

地
未

利
用

材
の

供
給

体
制

を
確

立
す

る
た

め
、

林
地

未
利

用
材

の
集

荷
・

搬
出

事
例

の
周

知
及

び
現

地
見

学
会

を
開

催
し

、
事

業
者

に
取

組
を

促
す

【
検

討
方

向
】

・
設

計
事

務
所

や
工

務
店

等
か

ら
、

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
燃

焼
機

器
の

設
計

施
工

時
の

留
意

点
な

ど
の

技
術

相
談

を
受

け
る

窓
口

を
設

置
し

、
木

質
ペ

レ
ッ

ト
等

の
利

用
を

促
進
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■
関
連
指
標
ご
と
の
検
証
評
価

施
策
の
展
開
方
向

主
な
取
組
・
実
績

検
証
評
価

指
標
の
名
称

現
状
と
主
な
課
題

検
討
方
向

現
在
値
(H
3
0
)

木
材
産
業
等
の
健
全
な
発
展

針
葉

樹
製

材
の

う
ち

建
築

用
製

材
の

生
産

比
率

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
-

品
質

・
性

能
が

確
か

な
建

築
材

の
生

産
比

率

針
葉

樹
製

材
の

う
ち

建
築

用
製

材
の

生
産

比
率

3
6
％

【
概
ね
順
調
】

--
--

--
--

--
--

--

品
質

・
性

能
が

確
か

な
建

築
材

の
生

産
比

率

5
9
％

【
概
ね
順
調
】

【
Ｒ

元
取

組
・

実
績

】

◆
木

材
産

業
の

競
争

力
の

強
化

・
林

業
・

木
材

産
業

構
造

改
革

事
業

等
に

よ
り

木
材

加
工

流
通

施
設

等
の

整
備

に
支

援
（

R
元

:1
0
施

設
）

・
合

法
木

材
供

給
事

業
者

認
定

制
度

の
Ｐ

Ｒ
（

認
定

事
業

者
R

元
末

:7
6
5
者

）

・
木

材
需

給
見

通
し

を
北

海
道

森
林

管
理

局
と

共
同

で
公

表
す

る
こ

と
で

、
原

木
需

給
の

マ
ッ

チ
ン

グ
を

促
進

・
道

産
建

築
材

供
給

力
強

化
対

策
事

業
に

よ
り

地
域

の
取

組
モ

デ
ル

を
実

証

【
現

状
】

木
材

加
工

流
通

施
設

等
の

整
備

を
着

実
に

推
進

【
課

題
】

人
工

林
資

源
の

充
実

に
伴

い
、

産
出

さ
れ

る
ト

ド
マ

ツ
等

中
大

径
材

の
割

合
が

増
加

す
る

こ
と

か
ら

、
こ

れ
ら

の
利

用
促

進
や

製
品

製
造

の
低

コ
ス

ト
化

・
品

質
向

上
が

必
要

【
検

討
方

向
】

・
高

付
加

価
値

製
品

の
安

定
供

給
に

向
け

た
生

産
施

設
の

整
備

と
合

わ
せ

、
そ

の
原

料
と

な
る

原
木

の
安

定
供

給
体

制
を

構
築
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■
関
連
指
標
ご
と
の
検
証
評
価

施
策
の
展
開
方
向

主
な
取
組
・
実
績

検
証
評
価

指
標
の
名
称

現
状
と
主
な
課
題

検
討
方
向

現
在
値
(H
3
0
)

道
民
の
理
解
の
促
進

木
育

情
報

の
充

実
に

よ
る

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
S
N

S
の

ア
ク

セ
ス

件
数

9
7
2
5

件

【
順
調
】

【
Ｒ

元
取

組
・

実
績

】

◆
木

育
の

体
験

を
通

じ
た

普
及

活
動

・
木

育
マ

イ
ス

タ
ー

の
育

成
（

R
元

:2
3
名

（
累

計
2
7
0
名

）
）

・
子

育
て

支
援

と
木

育
・

食
育

の
普

及
イ

ベ
ン

ト
（

Ｒ
元

：
４

地
域

）

・
道

民
の

森
を

活
用

し
た

森
林

観
察

会
や

木
工

・
ク

ラ
フ

ト
体

験
な

ど
の

各
種

イ
ベ

ン
ト

を
開

催

・
北

海
道

木
育

フ
ェ

ス
タ

2
0
1
9
の

開
催

（
R

元
:関

連
イ

ベ
ン

ト
延

べ
6
,5

0
6
名

参
加

）

・
「

北
海

道
植

樹
の

日
・

育
樹

の
日

」
P
R

キ
ャ

ラ
バ

ン
の

実
施

（
R

元
:3

か
所

）

・
全

国
育

樹
祭

の
基

本
計

画
や

実
施

計
画

(案
)を

策
定

。

・
全

国
育

樹
祭

の
お

手
入

れ
樹

木
や

会
場

の
管

理
・

整
備

を
実

施
。

・
Ｈ

Ｐ
や

Ｓ
Ｎ

Ｓ
、

メ
ル

マ
ガ

、
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
等

に
よ

る
情

報
提

供

・
道

有
林

内
の

散
策

路
に

つ
い

て
、

草
刈

り
や

路
面

を
整

備

【
現

状
】

各
種

イ
ベ

ン
ト

や
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
等

を
活

用
し

た
普

及
活

動
に

よ
り

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

S
N

S
の

ア
ク

セ
ス

件
数

は
順

調
に

推
移

【
課

題
】

あ
ら

ゆ
る

世
代

を
対

象
に

木
育

活
動

を
推

進
し

木
育

を
道

民
運

動
と

し
て

定
着

さ
せ

る
こ

と
が

必
要

。

【
課

題
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

に
鑑

み
、

第
4
4
回

全
国

育
樹

祭
の

開
催

を
1
年

延
期

【
検

討
方

向
】

・
木

育
マ

イ
ス

タ
ー

の
育

成
に

よ
る

活
動

促
進

・
認

定
こ

ど
も

園
や

児
童

館
で

の
木

育
教

室
な

ど
子

育
て

支
援

と
連

携
し

た
木

育
を

推
進

・
北

海
道

・
木

育
フ

ェ
ス

タ
の

開
催

等
に

よ
る

「
植

樹
の

日
・

育
樹

の
日

」
の

普
及

啓
発

【
検

討
方

向
】

・
全

国
育

樹
祭

の
本

道
開

催
を

契
機

と
し

た
森

林
づ

く
り

へ
の

道
民

の
参

加
促

進
・

全
国

育
樹

祭
に

つ
い

て
、

こ
れ

ま
で

の
準

備
を

最
大

限
活

か
し

な
が

ら
、

コ
ロ

ナ
禍

を
踏

ま
え

た
新

し
い

ス
タ

イ
ル

で
の

開
催

を
検

討
。
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■
関
連
指
標
ご
と
の
検
証
評
価

施
策
の
展
開
方
向

主
な
取
組
・
実
績

検
証
評
価

指
標
の
名
称

現
状
と
主
な
課
題

検
討
方
向

現
在
値
(H
3
0
)

青
少
年
の
学
習
の
機
会
の
確
保

青
少

年
向

け
木

育
教

室
等

の
実

施
割

合

1
8

％

【
概
ね
順
調
】

【
Ｒ

元
取

組
・

実
績

】
◆

道
民

の
森

、
道

有
林

な
ど

を
活

用
し

た
学

習
機

会
の

確
保

・
道

民
の

森
で

森
林

環
境

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

（
R

元
:2

5
校

、
延

べ
3
,5

5
1
名

の
児

童
生

徒
が

体
験

）
・

小
中

学
校

で
の

木
育

推
進

を
図

る
た

め
、

室
内

学
習

と
森

林
内

学
習

を
組

み
合

わ
せ

た
新

た
な

木
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

開
発

（
R

元
:2

件
）

◆
国

有
林

や
教

育
関

係
機

関
等

と
連

携
し

た
学

習
機

会
の

確
保

・
初

任
段

階
教

員
へ

の
木

育
研

修
の

実
施

(R
元

:8
地

域
)

【
現

状
】

道
民

の
森

等
で

の
小

中
学

校
等

に
よ

る
木

育
活

動
の

増
加

に
よ

り
学

習
機

会
の

確
保

は
概

ね
順

調

【
課

題
】

学
校

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

効
果

的
な

木
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

が
必

要

【
検

討
方

向
】

・
引

き
続

き
、

学
校

へ
の

P
R
活

動
の

強
化

や
、

教
育

関
係

機
関

等
と

連
携

し
、

効
果

的
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

発
信

や
教

職
員

対
象

の
研

修
会

を
開

催

道
民
の
自
発
的
な
活
動
の
促
進

民
間

及
び

民
間

と
の

協
働

に
よ

る
木

育
活

動
の

数

2
3
2

回

【
順
調
】

【
Ｒ

元
取

組
・

実
績

】
◆

道
民

の
自

発
的

な
活

動
の

拡
大

・
企

業
等

が
自

主
的

に
植

樹
を

行
う

「
水

源
の

森
づ

く
り

」
活

動
を

推
進

（
R

元
:1

2
企

業
・

団
体

）
・

地
域

の
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

対
応

で
き

る
よ

う
木

育
マ

イ
ス

タ
ー

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

を
支

援
（

Ｒ
元

：
地

域
支

部
（

オ
ホ

ー
ツ

ク
）

設
立

）

◆
道

民
の

自
発

的
な

活
動

内
容

の
充

実
・

｢道
民

森
づ

く
り

の
集

い
｣を

開
催

(R
元

:1
,6

4
4
名

参
加

)
・

漁
協

女
性

部
に

よ
る

森
林

づ
く

り
活

動
へ

の
支

援
（

R
元

:1
2
箇

所
、

延
べ

1
,1

4
2
名

参
加

）
・

｢北
の

魚
つ

き
の

森
｣で

の
活

動
を

サ
ポ

ー
ト

（
R

元
:1

4
流

域
）

【
現

状
】

民
間

主
体

の
木

育
活

動
の

増
加

に
よ

り
、

道
民

の
自

発
的

な
活

動
は

順
調

に
拡

大

【
課

題
】

民
間

主
体

の
木

育
活

動
の

拡
大

に
伴

い
、

地
域

の
ニ

ー
ズ

が
多

様
化

【
検

討
方

向
】

・
企

業
・

団
体

等
の

木
育

活
動

へ
の

理
解

や
参

画
を

促
進

し
、

多
様

な
主

体
と

の
連

携
に

よ
る

木
育

活
動

を
実

施
・

様
々

な
得

意
分

野
を

持
つ

木
育

マ
イ

ス
タ

ー
の

連
携

促
進

・
企

業
版

ふ
る

さ
と

納
税

を
は

じ
め

と
し

た
官

民
連

携
に

よ
る

木
育

活
動

へ
の

支
援
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■
関
連
指
標
ご
と
の
検
証
評
価

施
策
の
展
開
方
向

主
な
取
組
・
実
績

検
証
評
価

指
標
の
名
称

現
状
と
主
な
課
題

検
討
方
向

現
在
値
(H
3
0
)

山
村
地
域
に
お
け
る
就
業
機
会
の
確
保
等

通
年

雇
用

者
割

合

6
1

％

【
順
調
】

【
Ｒ

元
取

組
・

実
績

】
◆

就
業

機
会

の
確

保
・

地
域

協
議

会
で

の
事

例
の

情
報

共
有

や
意

見
交

換
な

ど
を

通
じ

て
通

年
雇

用
化

を
促

進
・

地
域

資
源

を
活

用
し

た
山

村
の

活
性

化
に

向
け

、
山

村
活

性
化

支
援

交
付

金
の

活
用

を
促

進
（

R
元

:7
市

町
）

◆
山

村
地

域
の

生
活

環
境

の
整

備
・

交
流

施
設

や
保

育
施

設
な

ど
公

共
施

設
の

木
造

化
・

木
質

化
を

支
援

【
現

状
】

全
道

各
地

で
地

域
資

源
の

活
用

等
に

よ
る

就
業

機
会

の
確

保
の

取
組

を
実

施

【
課

題
】

引
き

続
き

、
山

村
地

域
に

お
け

る
就

業
機

会
の

確
保

や
生

活
環

境
の

整
備

が
必

要

【
検

討
方

向
】

・
地

域
協

議
会

に
お

け
る

就
業

環
境

の
改

善
に

関
す

る
検

討
や

、
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

・
特

用
林

産
物

な
ど

の
地

域
資

源
を

活
用

し
た

産
業

を
育

成

森
林
づ
く
り
に
関
す
る
技
術
の
向
上

技
術

向
上

を
目

的
と

し
た

研
修

等
の

取
組

件
数

7
2

回

【
順
調
】

【
Ｒ

元
取

組
・

実
績

】
◆

試
験

研
究

機
関

と
の

連
携

・
地

域
ニ

ー
ズ

や
行

政
ニ

ー
ズ

を
試

験
研

究
に

的
確

に
反

映
さ

せ
る

た
め

、
道

総
研

森
林

研
究

本
部

等
と

の
情

報
交

換
な

ど
緊

密
に

連
携

◆
森

林
管

理
や

木
材

利
用

に
関

す
る

技
術

の
普

及
と

指
導

・
指

導
林

家
や

地
域

の
林

業
関

係
者

と
連

携
し

た
研

修
会

や
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

（
研

修
会

：
1
7
回

、
セ

ミ
ナ

ー
4
7
回

）

◆
森

林
づ

く
り

に
関

す
る

技
術

交
流

の
推

進
・

発
表

会
で

の
成

果
発

表
な

ど
技

術
交

流
や

情
報

共
有

を
推

進

【
現

状
】

試
験

研
究

機
関

や
指

導
林

家
等

と
の

緊
密

な
連

携
に

よ
り

、
技

術
向

上
の

た
め

の
研

修
等

を
順

調
に

実
施

【
課

題
】

地
域

か
ら

の
研

究
や

技
術

支
援

の
ニ

ー
ズ

は
多

様
化

し
、

関
係

機
関

が
よ

り
緊

密
に

連
携

し
て

対
応

す
る

こ
と

が
必

要

【
検

討
方

向
】

・
試

験
研

究
機

関
や

地
域

関
係

者
と

の
連

携
を

深
め

、
森

林
づ

く
り

に
関

す
る

技
術

の
向

上
を

推
進

(H
2
9
)
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■
関
連
指
標
ご
と
の
検
証
評
価

施
策
の
展
開
方
向

主
な
取
組
・
実
績

検
証
評
価

指
標
の
名
称

現
状
と
主
な
課
題

検
討
方
向

現
在
値
(H
3
0
)

道
民
の
意
見
の
把
握
等

道
民

が
参

加
す

る
森

林
づ

く
り

関
連

事
業

の
実

施
件

数

5
8

件

【
概
ね
順
調
】

【
Ｒ

元
取

組
・

実
績

】
◆

森
林

づ
く

り
に

対
す

る
道

民
意

見
の

把
握

・
道

民
意

見
提

出
手

続
（

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
）

の
実

施
(R

元
:1

件
)

・
道

民
が

参
加

す
る

森
林

づ
く

り
の

イ
ベ

ン
ト

等
を

実
施

(R
元

:5
3
件

)

◆
森

林
づ

く
り

に
関

す
る

情
報

の
収

集
・

森
林

・
林

業
・

木
材

産
業

等
の

統
計

デ
ー

タ
を

収
集

し
公

表
（

北
海

道
林

業
統

計
、

北
海

道
森

林
づ

く
り

施
策

概
要

）

【
現

状
】

植
樹

、
木

材
利

用
、

木
育

な
ど

幅
広

い
分

野
で

企
画

段
階

か
ら

道
民

が
参

加
す

る
事

業
が

実
施

【
課

題
】

道
民

か
ら

定
期

的
に

幅
広

く
意

見
を

把
握

す
る

必
要

【
検

討
方

向
】

・
道

民
意

識
調

査
（

直
近

実
施

H
2
8
）

や
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

の
実

施
な

ど
に

よ
り

、
森

林
づ

く
り

に
対

す
る

道
民

意
見

を
的

確
に

把
握

道
有
林
野
の
管
理
運
営

道
有

林
に

お
け

る
育

成
複

層
林

な
ど

多
様

な
森

林
に

誘
導

す
る

人
工

林
の

面
積

4
1

千
h
a

【
順
調
】

【
Ｒ

元
取

組
・

実
績

】
◆

森
林

の
多

面
的

機
能

の
持

続
的

発
揮

・
計

画
に

基
づ

き
道

有
林

を
整

備
・

管
理

（
主

伐
1
7
1
千

m
3
、

植
栽

等
1
,3

4
3
h
a
、

間
伐

4
,1

8
0
h
a
、

路
網

整
備

1
7
k
m

な
ど

）

◆
地

域
と

一
体

と
な

っ
た

森
林

づ
く

り
・

上
川

地
域

で
市

町
村

や
森

林
組

合
と

連
携

し
森

林
認

証
を

取
得

・
認

証
材

や
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

等
の

新
た

な
木

材
需

要
に

対
応

す
る

よ
う

道
有

林
材

を
戦

略
的

に
供

給
（

協
定

販
売

：
1
6
件

、
約

4
9
千

㎥
）

・
試

験
研

究
機

関
と

連
携

し
、

U
A
V

（
ド

ロ
ー

ン
）

を
活

用
し

た
森

林
資

源
量

を
推

定
す

る
技

術
開

発
を

推
進

【
現

状
】

計
画

的
か

つ
適

切
な

森
林

整
備

・
管

理
に

よ
り

道
有

林
の

人
工

林
を

育
成

複
層

林
な

ど
多

様
な

森
林

に
誘

導

【
課

題
】

道
有

林
に

お
い

て
、

森
林

の
多

面
的

機
能

の
持

続
的

発
揮

さ
せ

、
地

域
と

一
体

と
な

っ
た

森
林

づ
く

り
を

進
め

て
い

く
こ

と
が

必
要

【
検

討
方

向
】

・
引

き
続

き
道

有
林

基
本

計
画

に
基

づ
き

計
画

的
か

つ
適

切
な

森
林

整
備

・
管

理
を

推
進
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北
海
道
森
林
づ
く
り
基
本
計
画
推
進
管
理
表

基
本
的
な
方
向

主
な
課
題

検
討
方
向

森
林
資
源
の
循
環
利
用
の
推
進

【
多
面
的
機
能
の
持
続
的
な
発
揮
に
向
け
た
森
林
の
整
備
・
保
全
】

○
利

用
期

を
迎

え
た

人
工

林
の

伐
採

が
今

後
さ

ら
に

進
む

こ
と

か
ら

、
着

実
な

再
造

林
に

よ
り

資
源

の
保

続
を

図
る

こ
と

が
必

要

○
引

き
続

き
、

市
町

村
へ

生
物

多
様

性
ゾ

ー
ン

の
設

定
基

準
等

に
つ

い
て

周
知

が
必

要

○
市

町
村

に
譲

与
さ

れ
る

森
林

環
境

譲
与

税
が

有
効

に
活

用
さ

れ
森

林
整

備
が

着
実

に
進

め
ら

れ
る

こ
と

が
必

要

○
森

林
経

営
管

理
制

度
の

運
用

や
森

林
環

境
譲

与
税

の
活

用
な

ど
、

市
町

村
に

よ
る

地
域

の
森

林
整

備
の

取
組

等
へ

の
支

援
が

求
め

ら
れ

て
い

る

○
記

録
的

な
豪

雨
、

地
震

等
に

よ
る

激
甚

な
山

地
災

害
の

多
発

が
懸

念

◎
適

切
な

森
林

管
理

体
制

の
構

築
を

推
進

・
安

定
的

に
予

算
を

確
保

し
な

が
ら

、
継

続
的

な
森

林
整

備
や

森
林

被
害

の
防

除
対

策
を

推
進

・
ク

リ
ー

ン
ラ

ー
チ

民
間

採
種

園
の

整
備

や
、

北
海

道
コ

ン
テ

ナ
苗

利
用

拡
大

推
進

方
針

に
基

づ
く

コ
ン

テ
ナ

苗
生

産
体

制
の

整
備

な
ど

に
よ

り
優

良
種

苗
を

安
定

的
に

確
保

し
、

造
林

や
保

育
の

省
力

化
を

図
る

こ
と

で
林

業
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
推

進

◎
多

様
で

健
全

な
森

林
の

育
成

・
保

全
・

市
町

村
に

対
し

、
適

切
な

「
生

物
多

様
性

ゾ
ー

ン
」

の
指

定
拡

大
を

推
進

◎
市

町
村

に
よ

る
森

林
整

備
の

支
援

・
道

へ
の

譲
与

税
を

活
用

し
、

研
修

会
の

開
催

、
相

談
窓

口
の

設
置

、
シ

ス
テ

ム
の

整
備

な
ど

市
町

村
へ

の
支

援
を

強
化

◎
森

林
経

営
管

理
制

度
を

踏
ま

え
た

市
町

村
主

体
の

森
林

づ
く

り
を

促
進

・
適

切
な

森
林

整
備

の
推

進
に

向
け

、
森

林
所

有
者

へ
の

働
き

か
け

な
ど

市
町

村
主

体
の

取
組

を
支

援
・

IC
T
等

を
活

用
し

た
森

林
資

源
情

報
の

精
度

向
上

と
市

町
村

等
と

の
情

報
共

有
を

推
進

◎
災

害
に

強
い

森
林

づ
く

り
の

推
進

・
安

定
的

に
予

算
を

確
保

し
な

が
ら

、
計

画
的

な
治

山
施

設
や

保
安

林
の

整
備

に
よ

る
事

前
防

災
・

減
災

対
策

を
推

進

■
「
施
策
推
進
の
基
本
的
な
方
向
」
ご
と
の
検
討
方
向

18



北
海
道
森
林
づ
く
り
基
本
計
画
推
進
管
理
表

基
本
的
な
方
向

主
な
課
題

検
討
方
向

森
林
資
源
の
循
環
利
用
の
推
進

【
計
画
的
な
森
林
整
備
と
木
材
の
安
定
供
給
・
利
用
促
進
の
一
体
的
な
推
進
（
１
）
】

○
森

林
組

合
を

は
じ

め
林

業
事

業
体

の
組

織
・

経
営

基
盤

の
充

実
・

強
化

が
必

要

○
他

産
業

に
比

べ
、

依
然

と
し

て
労

災
発

生
率

が
高

い

○
効

率
的

な
施

業
を

推
進

し
、

生
産

性
の

さ
ら

な
る

向
上

を
図

る
た

め
、

IC
T
等

先
進

技
術

を
活

用
し

た
「

ス
マ

ー
ト

林
業

」
の

構
築

が
重

要

◎
林

業
事

業
体

の
経

営
力

の
向

上
・

経
営

基
盤

の
強

化
等

を
目

的
と

し
た

森
林

組
合

法
の

改
正

（
R

3
.4

施
行

）
を

踏
ま

え
、

森
林

組
合

の
組

織
体

制
等

の
充

実
・

強
化

に
向

け
た

指
導

や
合

併
等

を
推

進
。

・
林

業
事

業
体

の
経

営
力

向
上

に
向

け
た

セ
ミ

ナ
ー

な
ど

を
開

催
。

◎
安

全
・

適
切

な
施

業
を

実
施

す
る

林
業

事
業

体
の

育
成

・
労

災
防

止
に

努
め

る
事

業
体

の
育

成
に

向
け

、
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
普

及
等

へ
支

援
。

ま
た

、
経

営
力

向
上

に
向

け
た

セ
ミ

ナ
ー

を
引

き
続

き
開

催
。

◎
森

林
施

業
の

低
コ

ス
ト

化
及

び
生

産
性

の
向

上
・

先
進

技
術

を
活

用
し

た
施

業
な

ど
先

進
事

例
の

普
及

P
R
や

、
林

業
事

業
体

に
お

け
る

IC
T
機

器
の

試
用

を
支

援
す

る
な

ど
し

て
、

地
域

に
適

し
た

ス
マ

ー
ト

林
業

を
構

築
し

、
北

海
道

ら
し

い
林

業
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
推

進
・

森
林

施
業

プ
ラ

ン
ナ

ー
等

と
の

連
携

に
よ

る
集

約
化

施
業

を
促

進
し

、
高

性
能

林
業

機
械

の
導

入
を

支
援

。

■
「
施
策
推
進
の
基
本
的
な
方
向
」
ご
と
の
検
討
方
向
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北
海
道
森
林
づ
く
り
基
本
計
画
推
進
管
理
表

基
本
的
な
方
向

主
な
課
題

検
討
方
向

森
林
資
源
の
循
環
利
用
の
推
進

【
計
画
的
な
森
林
整
備
と
木
材
の
安
定
供
給
・
利
用
促
進
の
一
体
的
な
推
進
（
２
）
】

○
北

森
カ

レ
ッ

ジ
の

入
学

者
確

保
、

円
滑

な
学

校
運

営
、

生
徒

の
就

職
先

確
保

が
必

要

○
道

内
林

業
労

働
者

の
約

3
割

が
6
0
歳

以
上

で
あ

り
、

今
後

、
経

験
豊

か
な

担
い

手
の

減
少

が
懸

念

◎
人

材
の

育
成

・
確

保
・

北
森

カ
レ

ッ
ジ

の
P
R
や

地
域

と
の

連
携

強
化

に
よ

り
、

入
学

者
や

就
職

先
を

確
保

。
即

戦
力

か
つ

将
来

的
に

企
業

等
の

中
核

を
担

う
人

材
を

着
実

に
育

成
。

・
地

域
協

議
会

の
活

用
や

、
就

業
実

習
機

会
の

提
供

な
ど

に
よ

り
新

規
就

業
者

の
確

保
を

推
進

。
・

担
い

手
支

援
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
に

よ
る

研
修

を
体

系
的

な
内

容
に

充
実

・
強

化
。

ま
た

、
担

い
手

関
連

情
報

を
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
で

提
供

で
き

る
窓

口
を

設
置

。

■
「
施
策
推
進
の
基
本
的
な
方
向
」
ご
と
の
検
討
方
向
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北
海
道
森
林
づ
く
り
基
本
計
画
推
進
管
理
表

基
本
的
な
方
向

主
な
課
題

検
討
方
向

森
林
資
源
の
循
環
利
用
の
推
進

【
計
画
的
な
森
林
整
備
と
木
材
の
安
定
供
給
・
利
用
促
進
の
一
体
的
な
推
進
（
３
）
】

○
道

産
木

材
の

需
要

拡
大

に
は

「
住

宅
で

利
用

す
る

木
材

の
道

産
木

材
へ

の
転

換
」

や
「

民
間

非
住

宅
分

野
で

の
需

要
創

出
」

等
が

必
要

○
Ｃ

Ｌ
Ｔ

の
さ

ら
な

る
利

用
拡

大
に

は
、

技
術

者
の

育
成

や
生

産
コ

ス
ト

の
低

減
が

必
要

○
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

は
順

調
に

増
加

し
て

い
る

が
、

既
存

の
木

材
利

用
へ

の
影

響
が

懸
念

○
木

質
ペ

レ
ッ

ト
等

の
利

用
量

は
伸

び
悩

み

○
人

工
林

資
源

の
充

実
に

伴
い

、
産

出
さ

れ
る

ト
ド

マ
ツ

等
中

大
径

材
の

割
合

が
増

加
す

る
こ

と
か

ら
、

こ
れ

ら
の

利
用

促
進

や
製

品
製

造
の

低
コ

ス
ト

化
・

品
質

向
上

が
必

要

◎
地

域
材

の
需

要
拡

大
、

新
た

な
需

要
の

創
出

・
ト

ド
マ

ツ
人

工
林

材
の

安
定

的
な

供
給

・
流

通
体

制
の

構
築

・
住

宅
分

野
で

の
道

産
木

材
の

利
用

拡
大

・
都

市
部

に
お

け
る

非
住

宅
・

中
高

層
建

築
物

の
需

要
の

創
出

・
首

都
圏

や
海

外
へ

の
販

路
拡

大
の

取
組

を
推

進
・

広
葉

樹
資

源
の

持
続

可
能

な
利

用
に

向
け

た
取

組
を

推
進

・
新

北
海

道
ス

タ
イ

ル
（

ソ
ー

シ
ャ

ル
デ

ィ
ス

タ
ン

ス
等

）
に

対
応

し
た

木
製

品
の

普
及

促
進

・
技

術
者

育
成

の
研

修
や

建
築

事
例

紹
介

な
ど

の
需

要
創

出
・

拡
大

の
取

組
、

工
場

で
の

生
産

コ
ス

ト
低

減
に

向
け

た
供

給
体

制
整

備
へ

支
援

◎
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

の
促

進
・

既
存

需
要

に
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
よ

う
、

林
地

未
利

用
材

の
供

給
体

制
を

確
立

す
る

た
め

、
林

地
未

利
用

材
の

集
荷

・
搬

出
事

例
の

周
知

及
び

現
地

見
学

会
を

開
催

し
、

事
業

者
に

取
組

を
促

す
・

設
計

事
務

所
や

工
務

店
等

か
ら

、
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

燃
焼

機
器

の
設

計
施

工
時

の
留

意
点

な
ど

の
技

術
相

談
を

受
け

る
窓

口
を

設
置

し
、

木
質

ペ
レ

ッ
ト

等
の

利
用

を
促

進

◎
原

木
の

効
率

的
な

流
通

の
促

進
と

木
材

産
業

の
競

争
力

の
強

化
・

高
付

加
価

値
製

品
の

安
定

供
給

に
向

け
た

生
産

施
設

の
整

備
と

合
わ

せ
、

そ
の

原
料

と
な

る
原

木
の

安
定

供
給

体
制

を
構

築

■
「
施
策
推
進
の
基
本
的
な
方
向
」
ご
と
の
検
討
方
向
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北
海
道
森
林
づ
く
り
基
本
計
画
推
進
管
理
表

基
本
的
な
方
向

主
な
課
題

検
討
方
向

木
育
の
推
進

【
子
育
て
世
代
と
そ
の
子
ど
も
な
ど
を
対
象
と
し
た
、
裾
野
を
広
げ
る
木
育
活
動
】

○
あ

ら
ゆ

る
世

代
を

対
象

に
木

育
活

動
を

推
進

し
、

木
育

を
道

民
運

動
と

し
て

定
着

さ
せ

る
こ

と
が

必
要

◎
子

育
て

世
代

と
そ

の
子

ど
も

な
ど

へ
の

木
育

の
推

進
・

認
定

こ
ど

も
園

や
児

童
館

で
の

木
育

教
室

な
ど

子
育

て
支

援
と

連
携

し
た

木
育

を
推

進

◎
木

育
の

道
民

運
動

と
し

て
の

定
着

促
進

・
北

海
道

・
木

育
フ

ェ
ス

タ
の

開
催

等
に

よ
る

「
植

樹
の

日
・

育
樹

の
日

」
の

普
及

啓
発

・
及

び
第

4
4
回

全
国

育
樹

祭
の

本
道

開
催

を
契

機
と

し
た

森
林

づ
く

り
へ

の
道

民
の

参
加

促
進

【
参
加
者
の
理
解
度
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
、
伝
わ
り
や
す
い
木
育
活
動
】

○
民

間
主

体
の

木
育

活
動

の
拡

大
に

伴
い

、
地

域
の

ニ
ー

ズ
が

多
様

化
◎

木
育

マ
イ

ス
タ

ー
の

育
成

と
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

の
支

援
・

木
育

マ
イ

ス
タ

ー
の

育
成

を
継

続
す

る
と

と
も

に
、

様
々

な
得

意
分

野
を

持
つ

木
育

マ
イ

ス
タ

ー
の

連
携

を
促

進

【
民
間
や
教
育
関
係
機
関
な
ど
多
様
な
主
体
の
参
画
に
よ
る
木
育
活
動
】

○
民

間
主

体
の

木
育

活
動

の
拡

大
に

伴
い

、
地

域
の

ニ
ー

ズ
が

多
様

化
［

再
掲

］

○
学

校
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

た
効

果
的

な
木

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
に

期
待

◎
木

育
マ

イ
ス

タ
ー

の
育

成
と

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
の

支
援

［
再

掲
］

・
木

育
マ

イ
ス

タ
ー

の
育

成
を

継
続

す
る

と
と

も
に

、
様

々
な

得
意

分
野

を
持

つ
木

育
マ

イ
ス

タ
ー

の
連

携
を

促
進

◎
多

様
な

主
体

と
の

連
携

に
よ

る
木

育
の

推
進

・
企

業
・

団
体

等
の

木
育

活
動

へ
の

理
解

や
参

画
を

促
進

し
、

多
様

な
主

体
と

の
連

携
に

よ
る

木
育

活
動

を
実

施
・

企
業

版
ふ

る
さ

と
納

税
を

は
じ

め
と

し
た

官
民

連
携

に
よ

る
木

育
活

動
へ

の
支

援
◎

教
育

関
係

機
関

と
連

携
し

た
学

習
機

会
の

確
保

・
学

校
へ

の
P
R

活
動

の
強

化
や

、
教

育
関

係
機

関
等

と
連

携
し

、
効

果
的

な
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
発

信
や

教
職

員
対

象
の

研
修

会
を

開
催

■
「
施
策
推
進
の
基
本
的
な
方
向
」
ご
と
の
検
討
方
向
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